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第4回（平成23年度）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

サスティナブル活動部門
ＰＦＩ事業による下水汚泥のバイオマスエネルギー利活用

富山県　黒部市

この施設は、下水汚泥、農業集落排水汚泥、浄化槽汚泥、ディスポーザー由来生ごみと食品残渣（コーヒー粕）
を混合処理する施設で、民間事業者の資金、経営能力及び技術力を活用した「ＰＦＩ事業」により平成 23 年 5 
月に竣工、稼働を開始しました。取り出したバイオガスは、汚泥の乾燥やマイクロガスタービンによる発電等で
有効利用するほか、乾燥汚泥は電力供給会社等で石炭の代替燃料や花

か き

卉の肥料原料として利用しています。また、
この施設の稼働により CO2 を約 1000t ／年 削減でき地球温暖化防止対策としても貢献しています。さらに、バ
イオガスにより沸かされたお湯は、施設内に整備された「足湯」に供給され多くの市民の憩い場となっており、
下水道事業の地域循環型社会形成の PR に大いに役立っています。
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74世帯分の電力を供給

3世帯分
の電力を供給

バイオガス　2700m／日
約3800世帯分のプロパンガスに相当

CO2 の削減量  約 1000t/ 年
・一般家庭　　  約 200 世帯分
・杉木吸収量　  約 71400 本分
・人工林吸収量  約 476ha 分
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